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■ 「症例問題」の難易度について
第２章では，症例問題に，難易度をA，B，Cの３段階で示しています．Aが１番高くB，Cと進むごとに，
難易度が低くなります．症例問題を読み進める際の参考としていただけますと幸いです（これらの難
易度はあくまで目安としてお使いください）．


